



























































































































































































































































































































３カテゴリ ￣ (分析素因数） 具体的内容
安全な看護ができる(17） □ 1人で判断して行うより安全ｂ技術や知識を共有できる．情報共有することでイン
シデントが予防できる．決まった相手と確認することで§スが減り間違わずに行うこ
とができる.スタッフ同士のコミュニケーションが依然よりとりやすくなった
精神的安心感がある(12） ．いつでも相談できる．自分１人でみているのではないという不安感を減らし精神面
で仕事をしやすくしている．１人よりも２人で看護を行っていくことは安心がある
知識や技術の習得手段となる(2) ● 自分と違った視点で考える力がつく．他者のよい業務展開を学べる
